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緑茶年間支出金額 9,491円
全国
１位

（静岡市）
日本一の産地・消費地！

県内で生産される
食品品目 439品目

全国
トップ
クラス メタボ該当者割合 13.0％

低い方から
全国
２位

静岡県の健康寿命

健康長寿の要因

順位 平成22、25、28年平均

1 山梨 75.49
2 静岡 75.43 
3 愛知 74.48 

男性 女性

順位 平成22、25、28年平均

1 山梨 72.31
2 静岡 72.15 
2 愛知 72.15 

(歳) (歳)

全国
４位24.5％65歳以上の

働いている方の割合
４分の１の方が元気に働いている！
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県 民

企業・事業所市 町

健康
マイレージ事業

企業表彰
制度

ツールの提供 ツールの提供

成果の提供
成果の提供ふじ３３プログラム

無関心層

【ふじのくに型人生区分の提示】
高齢者も元気で活躍できる社会

健康データ分析（見える化）
健診データ・コホート調査

健康寿命の延伸

協力大学
・東京大学
・浜松医科大学
・筑波大学
・県立大学等

重症化予防

静岡県の健康長寿プロジェクトの概要（H24～）



H28特定健診：メタボリックシンドローム該当者

男 性 女 性

県全体に比べて、有意に多い

有意ではないが、県全体に比べて多い

有意ではないが、県全体に比べて少ない

県全体に比べて、有意に少ない

県東部と静岡市でメタボリックシンドローム
該当者が多い

5



H27特定健診：高血圧症有病者

男 性 女 性

県全体に比べて、有意に多い

有意ではないが、県全体に比べて多い

有意ではないが、県全体に比べて少ない

県全体に比べて、有意に少ない

県東部と県中部で高血圧症有病者が多い
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伊豆

東部
中部

西部

平成20年県民健康基礎調査より

【見せる】
＜食の地域差＞

にくじゃが

おでん

赤身魚

お茶

汁物
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漬物

チャーハン

惣菜パン

コロッケ
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健康長寿県が抱えている課題と対応

県民全てが健康で活躍すること！

【課題】○平均寿命と健康寿命の差
○2025年問題
○医療費、介護給付費の増大

【対応の基本的な考え方】
１ １人１人が健康課題に関心を持つ
２ 地域が一体となって、取組む

（健康づくりは地域づくり）
３ 健康についての継続的な研究を行い

成果を出す仕組み
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出典：国民生活基礎調査

健康上の理由で仕事や家事に影響ありの割合（平成25年）

健康経営を推進する背景①

全 国

静岡県

年齢

CO720525
ノート注釈
CO720525 : Marked



「しずおかまるごと健康経営」プロジェクトの推進

県民の健康寿命の更なる延伸を経営的な視点
から考え、戦略的に健康づくりを実践する。

健康寿命のさらなる延伸を目指して

コンセプト
静岡県で “暮らす” “働く”
“育つ” と元気になれる
～働いてよし、住んでよし～



「しずおかまるごと健康経営」プロジェクト

企業における健康経営の強化 ⇒

・企業とのネットワーク会議を設立
・企業の健康づくりを応援するための情報発信
・優良事業所の表彰、好取組の情報発信
・健康づくり推進事業所宣言事業所の取組支援
・社内食堂等におけるヘルシーメニュの提供支援

・地域住民等へ健康に関する情報を伝える 「健幸アンバサダー」を養成

働き盛り世代の生活習慣病予防

家庭における健康経営の促進 ⇒
よい生活習慣を身につける

＋
こどもから大人への働きかけ

・こども版ふじ３３プログラムの作成
・こどもの頃からの３要素「運動」「食生活」「社会参加」 の普及
・アプリによる生活習慣の学習、将来像の見える化
・こどもだけでなく家族と一緒に実践

地域における健康経営の強化 ⇒ 無関心層への働きかけ



新たな「人生区分」提示の目的

• 健康寿命相当年まで“老年”の考え方を引上げ

• 超高齢社会に対する前向きなイメージの醸成
• 価値や文化、技術の継承など世代間をつなぐ
役割を担う世代の意識付け

• 健康長寿の３要素の１つである”社会参加“の増
加により、健康寿命のさらなる延伸を図る

12



• 新たな年齢区分の考え方を県から発信
呼 称 年齢区分 説 明

老年

百寿者 100歳以上 白寿後（100歳）以上

長 老 88 - 99歳 米寿（88歳）白寿（99歳）まで

中 老 81 - 87歳 傘寿後から米寿前まで

初 老 77 - 80歳 喜寿（77歳）から傘寿（80歳）まで

壮年
壮年熟期 66 - 76歳 経験を積み、様々なことに熟達し、

社会で元気に活躍する世代(働き盛り世代)。
（健康寿命 男性71.68歳、女性75.32歳）

壮年盛期 56 - 65歳
壮年初期 46 - 55歳

青 年 18 - 45歳
社会的・生活的に成長・発展過程であり、
活力みなぎる世代。
(農水省事業や地区商工会議所で45歳まで青年扱い)

少 年 ６ - 17歳 小学校就学から選挙権を有するまでの世代。

幼 年 ０ –５歳 命を授かり、人として発達・発育する世代。

ふじのくに型人生区分
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ふじのくに型人生区分への反応
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後期高齢者と言われる
のとは違った気持ちで
す。健康に気をつけて
社会参加したいと思い
ます。75歳女性

私もまだ老年じゃ
なく壮年ですね。
71歳女性

何だまだ壮年な
のか、働き盛り
なのかと改めて
生きがいを感じ
た。健康を保ち
ながら自信を
もって生きてい
こう。73歳男性

「人生区分」では
壮年熟期。まだま
だ健康でいたいと
思っています。
73歳男性

私は壮年初期。仕事が
大変と思うこの頃です
が、まだ出来ると前向
きに考えられる。48歳
女性

県民だより２月号特集記事への意見



Ｋ Ｄ Ｂ デ ー タ を 活 用 し た 縦 断 分 析 の 実 施 ス キ ー ム

茶っとシステム
（KDBデータ）

■連携調整会議の開催(既存会議を想定)
① 市町・広域連合・県からデータ分析の要望・提案を提出
② ①の提案から実施するものについて協議・採択
③ 採択されたものについて県がデータを分析し、

市町・広域連合にフィードバック(委託想定２～300万程度)

■市町・広域連合・県における施策反映
①分析結果を施策・事業に活用
②保険者機能強化推進交付金への活用（市町・県のみ）

ステップ２(分析・施策反映)

市町

県
国保連

後期
広域連合

■データの取り扱いに関する４者協定の締結
・個人情報の取り扱い
・匿名データの提供 等

■医療・介護連結データのプログラム開発
・茶っとシステムの改修に合わせて
抽出機能の付加（県から委託）

ステップ１(事前準備)

汎用抽出
データ

H30県の委託事業
で機能付加

県
国保連

PDCAサイクル

現状の課題から
分析の要望

連携
調整会議

県
分析結果の提供
活用のアドバイス

（４者が参加）

県・市町の現状
から分析の提案採択された

分析の依頼

分析委託

県
協定(契約)

KDBデータの
取り扱いに
関する規定

提供

分析結果を施策・事業、
交付金の評価に活用

後期
広域連合 市町

※静岡県資料,一部改編

県内大学
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